
附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
五
条
の
二
の
二
関
係
）

区
分

科
目
等

時
間
数

施
設

講
習
会

必
修
科
目

社
会
福
祉
概
論

三
〇

六
二

社
会
保
障
論

三
〇

六
〇

公
的
扶
助
論

三
〇

六
〇

高
齢
者
福
祉
論

一
五

三
〇

介
護
概
論

一
五

三
〇

障
害
児
・
者
福
祉
論

三
〇

六
〇

児
童
・
家
庭
福
祉
論

六
〇

一
二
五

養
護
原
理

三
〇

六
二

地
域
福
祉
論

三
〇

六
〇

第
十
八
条
の
三
十
九

法
第
二
十
一
条
の
五
の

二
十
六
第
四
項

法
第
二
十
一
条
の
五
の

二
十
六
第
四
項
（
地
方

自
治
法
施
行
令
第
百
七

十
四
条
の
二
十
六
第
七

項
及
び
令
第
四
十
五
条

の
三
第
八
項
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。）

厚
生
労
働
大
臣

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都

道
府
県
知
事

第
十
八
条
の
四
十

厚
生
労
働
大
臣

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都

道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
又
は

児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長

第
十
八
条
の
四
十
七
第
一
項

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び

児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長

」

一二三
の
四

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び

児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長

」 を 「
第
二
十
五
条
の
二
十
一

第
二
十
五
条
の
二
十
二

都
道
府
県
知
事

第
二
十
五
条
の
二
十
三
の
二

第
一
項

区
分

又
は
指
定
都
市

第
二
十
五
条
の
二
十
三
の
三

法
第
二
十
一
条

二
十
六
第
四
項

厚
生
労
働
大
臣

第
二
十
五
条
の
二
十
三
の
四

厚
生
労
働
大
臣

都
道
府
県
知
事

の
市
長

の
五
の

指
定
都
市
の
市
長
又
は

児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長

区
分
（
地
方
自
治
法
施

行
令
第
百
七
十
四
条
の

二
十
六
第
七
項
及
び
令

第
四
十
五
条
の
三
第
八

項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）

、
指
定
都
市
の
市
長
又

は
児
童
相
談
所
設
置
市

の
市
長

法
第
二
十
一
条
の
五
の

二
十
六
第
四
項
（
地
方

自
治
法
施
行
令
第
百
七

十
四
条
の
二
十
六
第
七

項
及
び
令
第
四
十
五
条

の
三
第
八
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都

道
府
県
知
事

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都

道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
又
は

児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長

」
に
改
め
る
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報


		2015-03-30T15:14:27+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




